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店舗のお菓子試食会・ポップづくり

取り組み概要

日時：2022年4月22日・25日
場所：食堂ホール
参加者数や組合員の反応：22日の試食会
は20名以上の新入生が参加し、うち8名が
新たに生協委員会に入った。

背景や概要：日頃の部会や新歓企画の参
加者が少なかったことから、みんなで実
際に楽しめる活動ができないか、三役と
店長が中心となって考え、実行した。

01 店長と三役の
スピーディーな連携

02 参加者アンケートで
組合員の声をキャッチ

「店舗を利用する中で困ったことは？」

参加者に事後アンケートをとり、試食会の感想だけでなく、店舗に対す
る要望も聞きだしました。店舗の営業時間やミールカードの対象商品につ
いてはもちろん、店舗でのペットボトルキャップ回収の要望まで、実際に
店舗を利用している組合員の貴重な声を集めることができました。質問に
対する回答は食堂内の掲示板に掲示している旨を学生委員会のInstagram
ストーリーで発信するなど、後追いの対応もしっかり。

03 楽しかった新歓企画を
日常期の店舗企画につなげる

食べて終わりじゃもったいない！ポップ作成

「委員会活動を楽しんでもらいたい」と願う三役は、参加者や委員メン
バーが試食会を楽しんでいたことを見逃しませんでした。アンケートでも
高い満足度を得た新歓企画を、すぐに日常期の活動につなげます。25日の
定例部会では、試食したお菓子のポップを作成。前後のつながりがあるた
め、新入学生委員がより参加しやすくなります。自分が作ったポップが実
際に店舗に掲示されるため、活動の実感も湧きやすいです。

協力することで新歓企画を一新

今年も例年通り生協委員会に興味のある新入生のみを対象に、生協委員会の活動について口頭で説明するという新歓
活動を行っていましたが、なかなか参加者が集まらないため、内容を再検討しました。生協委員としての実際の活動を
楽しく体験してもらえないかと、三役が店長に相談したところ、店舗の商品の試食会を開催できることに。参加者の生
協委員会への関心の有無は問わず、試食会を行う中で委員メンバーから新入生に対して生協委員会の説明をする形にし
ました。三役が学生委員会のことについて店長に相談し、店長もまた学生員会に協力する姿勢があるからこそ実現した企
画です。
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